
佐久市中小企業振興資金あっせん審査委員会会議記録（要旨） 

 

 日 時：平成２７年７月２４日(金) 

                             午前１０時００分 

                          場 所：佐久市役所 議会棟  

                              全員協議会室 

 

 出席者１１名（委員７名、事務局４名） 

 

１ 委嘱書交付 

 

 市長代理の経済部長より各委員（７名）へ委嘱書を交付 

 

２ 経済部長あいさつ  

 

○佐久市中小企業振興資金あっせん審査委員会 

 

１ 開 会 

委員・職員自己紹介 

 

２ 正副委員長選出 

委員長 八十二銀行岩村田支店長 黒澤正幸委員 

副委員長 佐久商工会議所専務理事 佐藤剛委員 

 

３ 委員長あいさつ 

  

 ※本来、佐久市中小企業振興資金あっせん審査委員会は、資金の適正な運用を図るための

諮問機関として設置されており、審査を行う案件があった場合に開かれるが、今回は委

員の任期満了に伴う委嘱書交付のために開催された。 

 

  会議の内容は、特別の理由がある場合を除いて一般に公表しないと規則に規定されてい

るため、報告事項については、事務局から説明をした内容を抜粋して掲載します。 

 

４ 報告事項  

 

（１）平成２５年度・平成２６年度融資あっせん状況について 

  事務局より資料を提示して説明：資金別（１２資金）及び業種別６種（製造・小売・卸

売・飲食・建設・サービス）の月別の利用件数及び金額を年度ごとに表にした資料を提示。 

 

（説明要旨）平成２５年度のあっせん実績については、利用件数２３７件、融資総額１２

億７４４万３千円で、前年度対比が件数で１０％、金額で１４％の減となった。 

減少の原因としては、特別経営安定対策分の要件となっているセーフティネット５号

の認定件数が、平成２４年１１月以降の指定業種細分化により減少したことに伴い、特



別経営安定対策分の融資件数も減少したことが、全体の減少に影響した。 

平成２６年度のあっせん実績については、利用件数２１５件、融資総額９億１７４万

円で、前年度対比が件数で９％、金額で２５％の減となった。 

減少の原因としては、２５年度の減少要因と同じく、特別経営安定対策分の要件とな

っているセーフティネット５号の指定業種が、平成２６年３月からそれまでの６４２業

種から１９６業種に激減したため５号認定件数も減り、特別経営安定対策分の利用件数

も減少した。 

平成２７年度になってからの６月までの実績については、利用件数３５件、融資総額

１億６，４００万円、前年同期比が件数で３４％、金額で３３％の減となっており、年々

利用件数が減っていく傾向が今年度も続く見込みとなっている。（以上、説明要旨） 

 

（２）その他 

  報告事項は特になし。 

 

５ 閉 会 １０：５４ 


